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第2回，第3回委員会　開催　　第2回:10月20日（金）， 第3回:12月19日（火）　　　　1.
平成29年度前半の事業のまとめと，後半の活動予定について審議しました。
＜第2回委員会＞
前半は，総会（7/6 ホテルカンラ京都），見学会（7/29 京都近代美術館），商品開発事業「オトナの京もの」で
の展示販売（9/27~10/10 京都髙島屋），３D技術講習会（9/11~12 産技研），竹編組勉強会（毎月第３木曜 
産技研）などに取り組みました。
後半以降は，これまで以上に会員の交流を図るため，幅広くご参加可能な事業の必要性が指摘されました。

＜第3回委員会＞
会員の皆様の声を事業運営に活かしていくための取組として，「事業アンケート」の実施と「事業企画チーム」
を委員会とは別に結成することを併せて検討し，了承されました。

上記委員会の審議を経て，事務局では，「事業アンケート」及び「事業企画チーム」の結成にむけての準
備を進めています。以下の要領でご案内させていただきたいと思います。皆様からの提案やご意見もお
待ちしております。ぜひ，ご協力をお願いいたします。

＜事業アンケート＞
・用紙：A４片面（郵送いたします）
・返信方法：FAX又はメール
・実施期間：平成30年1月中旬～2月初旬

＜事業企画チーム（案）の結成＞
・できるだけ幅広い分野からのご参加で構成。
・会員のニーズや時代の傾向にあった事業 
 企画の策定を行う仕組みにする。
 （詳細は検討中です）
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事業アンケート・事業企画チーム結成について



＜オトナの京もの＞商品開発事業　
「いのりのかたち」展示販売(京都髙島屋)
3.
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事務局より
○2018年1-3月の主な予定
1/18（木）18：00～20：00 竹編組勉強会（9）
1/25（木）10：00～16：30 ものづくり協力会　新春講演会
2/15（木）18：00～20：00 竹編組勉強会（10）
2/28（水） ～3/4（日)10:00-17:00 （最終日16：00まで）
　　　　 伝統産業技術後継者育成研修　漆工コース
　　　　 修了作品展（於 京都市勧業館 みやこめっせ）
3/15（木）18：00～20：00 竹編組勉強会（11）
3月中　   第4回委員会　

日時 平成29年9月27日（水）～10月10日（火） 
場所 京都髙島屋6階  特選和食器サロン

1

○会員動向　
　入会　株式会社桐工路（平成29年8月）
　退会　細川隆男氏（平成29年9月）

　昨年 3 月に銀座三越での展示販売以降，引き続きブラッ
シュアップを行い進化した「いのりのかたち」。京都髙島屋に
て 30 種類 96 点を展示販売を行いました。現代生活にあっ
た供養のニーズを想定し市場を意識したデザイン開発として
13 会員の皆様とともに取り組みました。若干の売り上げもあ
り，新しい供養のかたちという企画に手応えがありました。
（商品開発事業の来年度以降の事業テーマは検討中です。）

技術講習会「３D技術による工芸デザイン検討・画像作成の初歩」　2.

昨年の暮れの話ですが，クリスマスイブの深夜，
自宅でサンタに変装し，証拠動画を撮影。
25日朝「今年もきたよ！ほらビデオに映ってる！」
娘「 ふーん,サンタって刈り上げなんや。」
… そろそろバレそうです。（き）

つぶやいていい
ですか。

写真上 展示販売風景
写真左 左より　
①モダンハニカム三具足とモダン仏壇108（作島）　　　
②真鍮製インセンストレイ＆ホルダー（松栄堂） 　　　
③祈～写真立・一輪挿・香入のセット（大家漆工房）　 　
④仏壇BOX（プレーベル）　⑤祈りの貌（東洋竹工）　

　平成 29 年 9 月に，伝統産業従事者の皆様を対象に，
３ D 技術を活用したデザイン検討やプロモーション用画
像作成の基本技術を紹介する講習会を実施しました。
　３D ソフトウェアが非常に扱いやすく，また低価格化し
たため，３D 技術がより身近になっています。リアルな表
現で仕上がりを素早くイメージできるこの技術は，京都の
伝統工芸においても新しいデザインプロセスとして導入す
る可能性を感じていただけたものと思います。３D 技術に
ついては今後も引き続き講習会などを通じた情報提供を
していければと思います。

日　時：平成29年9月11日（月），12日（火）
場　所： (地独)京都市産業技術研究所　
主　催：京都工芸研究会    (地独)京都市産業技術研究所　
　　　  京都陶磁器研究会（共催）
使用ソフトと機材： FUSION360，ノートPC５台
           （オートデスク株式会社）
参加企業：研究会会員15名（定員5名を3回実施）

実習風景（今回は募集定員オーバーで実施回数を予定より増やして実施）
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